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遺 族 会 館 全 景

会

　
　長

　
　篠

　原

　彌

　之

副
　会
　長   

　平

　田

　修

　己

　
　
　
　
　
　小

　西

　照

　枝

　
　
　
　
　
　上

　松

　英

　邦

　

常
務
理
事

　
　亀

　井

　源

　吉

　　同
　

　
　
　橋

　本

　
　
　直

　　同
　

　
　
　栗

　原

　信

　明

　　同
　

　
　
　古

　川

　
　
　巖

　　同
　

　
　
　廣

　田

　昭

　彦

　
　
　
　
　
　山

　根

　榮

　子

　
　
　
　
　
　

　河

　本

　智
登
里

　
　
　
　
　
　

　中

　根

　律

　子

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　ご
遺
族
の
皆
様
方
に
は
、
令
和
二
年
の

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
当
遺
族
会
に
対
し
ま
し
て
、

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改
善
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
十
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
等
に
よ
る
働
き
か

け
に
よ
り
日
本
遺
族
会
が
国
へ
要
望
し
た

事
項
は
、
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
充
実
、
特
別
弔
慰
金
の

受
給
要
件
の
緩
和（
孫
・
曾
孫
へ
の
支
給
）、

遺
骨
収
集
帰
還
事
業
の
拡
充
強
化
等
の
諸

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
日
本
遺
族
会
の

活
動
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　英
霊
顕
彰
運
動
の
根
幹
で
あ
り
ま
す
内

閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
信
念
を
貫
か
れ
、
内
外

の
批
判
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
参
拝
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　県
内
各
遺
族
会
に
お
け
る
英
霊
の
顕
彰

運
動
も
、
遺
族
の
皆
様
と
行
政
の
連
携
に

よ
り
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
各
遺
族

　　 

同

(

兼)

女
性
部
長

　　 

同

(

兼)

青
年
部
長

　　 

同

(

兼)

女
性
部
副
部
長

　　 

同

(

兼)

青
年
部
副
部
長

　　 

同

(

兼)

青
年
部
副
部
長

会館入口会館入口

篠
原

　彌
之
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会
の
慰
霊
祭
・
追
悼
式
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
戦
没
者
へ
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
会
員
の
皆
様
と
も
親
し

く
お
話
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　遺
族
会
も
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

孫
・
曾
孫
会
員
の
加
入
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
は

日
本
遺
族
会
主
催
の
青
年
部
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
青
年
部
長
及
び

副
部
長
二
名
が
、靖
国
神
社
正
式
参
拝
・

遊
就
館
及
び
昭
和
館
の
見
学
等
の
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　県
内
各
遺
族
会
の
組
織
を
継
続
さ
せ
、

孫
・
曾
孫
も
慰
霊
友
好
親
善
事
業
で
ご

英
霊
の
戦
没
地
を
訪
問
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
会
員
一
人
々
が
孫
・
曾
孫

の
協
力
を
求
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
各
遺
族
会
で
後
継
者
と
な

る
青
年
部
役
員
を
選
任
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　当
会
の
主
要
事
業
で
あ
り
ま
す
「
戦

没
者
を
語
る
会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
島
県
の
助
成
に
よ
り
、
四
月
に
三
次

市
遺
族
会
連
合
会
及
び
八
月
に
は
福
山

市
遺
族
会
に
お
い
て
、
ま
た
、
十
二
月

に
は
広
島
市
内
で
開
催
し
た
女
性
部
研

修
会
に
お
い
て
、
第
十
回
目
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
か
ら
始
め
た

こ
の
会
の
講
師
も
八
十
名
と
な
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
後
世
に
引
き
継
ぐ
貴
重

な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

当
該
年
度
の
日
本
遺
族
会
及
び
当
遺
族

会
実
施
の
各
種
事
業
を
紹
介
し
、
申
請

用
紙
等
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
会
長
、
女
性
部
長
、

事
務
局
に
文
書
で
連
絡
し
て
い
た
情
報

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
に
よ
り
、
随

時
手
元
に
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
家
族
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
是

非
と
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　昨
年
の
沖
縄
「
ひ
ろ
し
ま
の
塔
」
戦

没
者
追
悼
式
は
、
十
一
月
十
五
日
に
広

島
県
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課 

熊
野  

智 
課
長
出
席
の
も
と
で
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
列
遺
族
二
十
六
名

が
南
方
で
散
華
さ
れ
た
ご
英
霊
を
偲
び
、

平
和
に
対
す
る
思
い
を
新
た
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
と
も
英
霊
の
顕
彰
を
絶
え
る
こ

と
な
く
継
続
さ
せ
、
戦
争
の
無
い
平
和

な
世
界
実
現
の
願
い
を
、
戦
後
に
育
っ

た
人
々
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

　中
心

的
な
団
体
と
し
て
、
遺
族
会
を
存
続
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　私
も
当
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
ご
遺
族
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　御
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　一
般
財
団
法
人
広
島
県
遺
族
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
創
立
以
来
、
会
員
の

皆
様
の
強
い
結
束
の
も
と
に
、
戦
没
者

の
慰
霊
や
御
遺
族
の
福
祉
の
増
進
等
の

各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　昨
年
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
広
島
・
長

崎
の
訪
問
が
実
現
し
、
あ
ら
た
め
て
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向

け
て
、
す
べ
て
の
国
や
人
々
が
力
を
あ

わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し

た
。　今

年
は
、
先
の
大
戦
が
終
結
し
て
、

七
十
五
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
日
の
繁

栄
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に

深
く
思
い
を
い
た
し
、
戦
没
者
の
御
遺

族
に
対
す
る
援
護
事
業
の
充
実
に
む
け

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
会
長
を
始
め
と
す
る
会

員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
、
御
理
解
と

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　年
頭
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日（
金
曜
日
）

　
　常
務
理
事
会

令
和
二
年
三
月
五
日（
木
曜
日
）

　
　第
十
九
回
理
事
会

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日（
月
曜
日
）

　

　
　第
十
四
回
評
議
員
会

令
和
二
年
八
月
一
五
日（
土
曜
日
）

　

　
　全
国
戦
没
者
追
悼
式
団
体
参
列

　
　
　
　
　
　
　募
集
予
定

　四
十
名

令
和
二
年
十
一
月
六
日（
金
曜
日
）〜

　
　
　
　十
三
日（
金
曜
日
）の
間
の
一
日

　
　沖
縄
「
ひ
ろ
し
ま
の
塔
」
戦
没
者

　
　追
悼
式
旅
行
日
は
、
式
典
日
を
含

　
　む
三
日
間

　募
集
予
定

　八
十
名

田
中

　
　剛

遺
族
会
の
動
き（
予
定
）
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　令
和
元
年
十
二
月
九
日
に
自
由
民
主
会
館
八
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大

会
に
、
篠
原

　彌
之
会
長
他
役
員
等
六
名
が
参
加
し
、
大
会
終
了
後
、
要
望
事
項

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請
す
る
陳
情
運
動
を
地
元
選
出
国
会
議
員
に
行
っ
た
。

重
点
陳
情
先
（
本
人
面
会
）

　
　自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

　
　
　衆
議
院
議
員

　岸
田

　文
雄
氏
（
自
由
民
主
党
政
調
会
長
室
面
会
）

　　（
自
由
民
主
党
地
元
選
出
国
会
議
員
）

「
大
会
の
概
要
」

　一

　参
加
者

　四
八
〇
名

　二

　来

　賓

　自
由
民
主
党
代
表

　

 

総
務
会
長

　

 

鈴
木

　俊
一 

氏

　

　
　
　
　
　
　
　総
務
大
臣

　

 

高
市

　早
苗 

氏

　
　
　
　
　
　
　厚
生
労
働
大
臣

　

 

加
藤

　勝
信 

氏

　
　
　
　
　
　
　遺
家
族
議
員
協
議
会 

会
長

　

 

尾
辻

　秀
久 

氏

　
　
　
　
　
　
　一
億
総
活
躍
・
沖
縄
北
方
担
当
大
臣

　

 

衛
藤

　晟
一 
氏

　
　
　
　
　
　
　衆
参
国
会
議
員

　二
○
一
名

　三

　経

　過

　
　現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
改
善
を
は
じ
め
、
厚
生
労
働

　
　
　
　
　
　
　省
社
会
・
援
護
局
提
出
の
概
算
要
求
の
完
全
実
現
を
目
指
し
、
四
七
都
道
府
県
遺
族
会
の
代
表
が
東

　
　
　
　
　
　
　京
・
自
由
民
主
会
館
ホ
ー
ル
に
参
集
し
、
自
由
民
主
党
所
属
の
衆
参
国
会
議
員
の
先
生
方
を
来
賓
に

　
　
　
　
　
　
　招
い
て
遺
族
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　開
会
の
言
葉
を
宇
田
川
剱
雄
副
会
長
が
宣
し
、
国
歌
斉
唱
に
つ
い
で
、
靖
国
の
杜
に
鎮
ま
る
二
四

　
　
　
　
　
　
　六
万
六
千
余
柱
の
ご
英
霊
に
感
謝
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　次
に
、
水
落
敏
栄
会
長
挨
拶
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
会
議
に
入
り
、
青
年
部
長

　
　
　
　
　
　
　辻

　正
人 

氏
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　続
い
て
、
大
会
宣
言
及
び
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

（
詳
細
は
、
日
本
遺
族
通
信

　令
和
二
年
一
月
十
五
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

「
第
七
十
五
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
」

区

　分

衆
議
院

議

　員

参
議
院

議

　員

　氏

　
　名

寺
田

　
　稔
氏 

平
口

　
　洋
氏

河
井

　克
行
氏    

新
谷

　正
義
氏

小
島

　敏
文
氏

小
林

　史
明
氏 

畦
元

　将
吾
氏

宮
沢

　洋
一
氏 

河
合
あ
ん
り
氏

遺
族
大
会

　欠

　席

　欠

　席

　欠

　席

　欠

　席

　出
　席

　欠

　席

　欠

　席

　欠

　席

　欠

　席

　陳

　情

秘
書
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

本
人
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

本
人
対
応

秘
書
対
応

岸田文雄 政務調査会長陳情
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　令
和
元
年
八
月
十
五
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
い
で
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
遺
族
会
か
ら
篠
原

　彌
之
会
長
を
団
長
と
し
て

三
十
九
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　前
日
の
十
四
日
に
上
京
、
東
京
都
内
に
宿
泊
し
、
翌
十
五
日

の
当
日
は
靖
国
神
社
に
昇
殿
参
拝
を
行
っ
た
後
、
記
念
撮
影
を

行
い
日
本
武
道
館
に
入
場
し
た
。

　式
典
は
各
都
道
府
県
か
ら
の
遺
族
参
列
者
等
約
六
千
二
百
人

が
参
列
し
、
十
一
時
五
十
一
分
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
場

さ
れ
、
国
歌
斉
唱
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、
黙
祷
の
後

、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
が
あ
り
、
初
め
て
臨
ま
れ
た
全
国
戦

没
者
追
悼
式
の
式
典
で
、
令
和
の
時
代
も
平
和
が
続
く
こ
と
を

願
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
界
の
追
悼
の
辞
、
献
花
が
行
わ
れ
て

滞
り
な
く
閉
会
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
名
古
屋
市
に
移
動
し
、
翌
日
、
伊
勢
神
宮
に

お
参
り
し
た
後
、
帰
路
に
つ
い
た
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
団
体
参
列

天皇陛下 「おことば」
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　令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
、
篠
原

　彌
之
会
長
を
団
長
と
す
る
二
十
六
名

の
参
列
団
は
、
沖
縄
に
到
着
後
に
沖
縄
護
国
神
社
を
参
拝
し
、
那
覇
市
内
に

宿
泊
し
た
。

　追
悼
式
当
日
の
十
五
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
挙
行
さ
れ
た
追
悼
式
に
参
列

し
た
。
追
悼
式
に
は
、
沖
縄
県
知
事
（
代
理
）
を
始
め
、
六
名
の
来
賓
が
出

席
さ
れ
た
。

　式
典
は
、
知
事
式
辞
を
熊
野

　智
広
島
県
社
会
援
護
課
長
が
代
読
さ
れ
た
。

続
い
て
篠
原

　彌
之
団
長
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
参
列
者

全
員
の
献
花
が
行
わ
れ
追
悼
式
は
、
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　そ
の
後
、
那
覇
空
港
か
ら
台
湾
に
移
動
し
、
台
中
市
内
の
日
本
人
墓
地
に

て
全
員
が
線
香
を
供
え
た
。
そ
の
後
、
台
北
市
内
の
視
察
を
終
え
、
十
八
日

に
那
覇
空
港
経
由
で
、
全
員
無
事
広
島
空
港
に
到
着
し
、
参
列
を
終
え
た
。

一
「
ひ
ろ
し
ま
の
塔
」
の
概
要

　
　昭
和
四
十
二
年
三
月

　
　知
事
、
県
議
会
議
長
を
世
話
人
と
す
る
「
ひ
ろ
し
ま
の
塔
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
建
設
す
る
た
め
の
広
島
県
戦
没
者
沖
縄
慰
霊
塔
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
発
足

　
　昭
和
四
十
三
年
五
月

　
　完
成
、
除
幕
式

二

　合
祀
者
等

　
　①

　合
祀
者
数

　三
万
四
千
六
百
三
十
五
柱

　
　②

　合
祀
者
の
範
囲

　昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
降
の
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
戦
争
で
の

　
　
　
　戦
没
者
。

　
　③

　戦
死
者
の
範
囲

　フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

　九
千
九
百
八
十
八
柱
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　九
千
百
六
十
五
柱
、

　ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

　八
千
八
百
四
十
一
柱
、

ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド

　千
四
百
六
十
二
柱
、
沖
縄
・
南
西
諸
島

　千
二
百
七
十
一
柱
、

ベ
ト
ナ
ム
等

　九
百
六
十
四
柱
、
硫
黄
島

　七
百
八
十
七
柱

沖
縄
『
ひ
ろ
し
ま
の
塔
』
戦
没
者
追
悼
式
団
体
参
列

熊野  智  社会援護課長式辞（代読）

篠原  彌之 団長  追悼の辞
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　平
成
三
十
一
年
四
月
十

九
日
に
三
次
市
遺
族
会
連

合
会
に
お
い
て
、
第
八
回

「
戦
没
者
を
語
る
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
三
次
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
」
に
会
員
六
十
五

名
が
出
席
し
、
亀
井

　源

吉
会
長
挨
拶
の
後
、
講
師

五
名
に
よ
り
盛
大
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

第
八
回
「
戦
没
者
を
語
る
会
」
講
師

第８回「戦没者を語る会」(三次市遺族会連合会）講師一覧表
順番 区分 原作者 講　師 氏　　名 演                      題

1 会員 ◎ ◎ 田　中　克　章

平　田　昭　佳

吉　原　　　勤

竹　内　克　彦

山　田　　　正

小　田　義　則

　父への報告

　太平洋戦争と私

　母を想う

　太平洋戦争の末期を語る

　母を想う

　同上　代読

〃 ◎ ◎

3 〃 ◎ ◎

◎4 〃 ◎

5 〃 ◎

6 〃 ◎

2

第
八
回 

「
戦
没
者
を
語
る
会
」
の
開
催

　令
和
元
年
八
月
三

十
日
に
福
山
市
遺
族

会
に
お
い
て
、
第
九

回
「
戦
没
者
を
語
る

会
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　当
日
は
、
人
権
平

和
資
料
館
に
会
員
五

十
名
が
出
席
し
、
篠

原

　彌
之
会
長
挨
拶

の
後
、
講
師
八
名
に

よ
り
盛
大
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

第
九
回
「
戦
没
者
を
語
る
会
」
講
師

第９回「戦没者を語る会」(福山市遺族会）講師一覧表
順番 区分 原作者 講　師 氏　　名 演                      題

1 会員 ◎ ◎ 藤　井　幸　子

開　原　満　郎

河　本　都　子

岡　本　邦　夫

藤　井　亮　治

小　川　正　光

小　川　吉　弘

片　岡　忠　義

私の母

姿見ぬ父に会えた不思議な出来事

靖国の父

母の思い出

戦争体験記 「祖父から聞いた話」

戦没者を語る会によせて

父親のいない昭和２０年頃の生活苦

姉に聞いた話

〃 ◎ ◎

3 〃 ◎ ◎

◎4 〃 ◎

5 〃 ◎ ◎

6 〃 ◎ ◎

7 〃 ◎ ◎

8 〃 ◎ ◎

2

第
九
回 

「
戦
没
者
を
語
る
会
」
の
開
催
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　令
和
元
年
度
女

性
部
研
修
会
は
、

広
島
市
南
区
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ

デ
ン
に
お
い
て
十

二
月
九
日
・
十
日

の
両
日
に
わ
た
り
、

小
西

　照
枝
副
会

長
並
び
に
橋
本

　

直
常
務
理
事
及
び

各
支
部
か
ら
の
出

席
者
等
五
十
八
名

に
よ
り
、
盛
大
に

実
施
さ
れ
た
。

　当
日
は
小
西

　

照
枝
副
会
長
兼
女

性
部
長
の
挨
拶
の

後
、
講
師
十
名
に

よ
る
「
第
十
回
戦

没
者
を
語
る
会
」

を
実
施
し
た
。

  

翌
十
日
は
、
廣
島

護
国
神
社
に
正
式

参
拝
を
行
っ
た
。

「
女
性
部
研
修
会
」
及
び
「
第
十
回
戦
没
者
を
語
る
会
」
の
開
催

小西　照枝女性部長開会挨拶

第164号
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 第10回「戦没者を語る会」講師一覧表

訃
　
　報

織   

田   

晃   

博     

氏

元

　世
羅
町
遺
族
会 

事
務
局
長

　世
羅
町
遺
族
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
当
遺
族
会
の
英
霊
顕
彰

運
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
第
十
回

「
戦
没
者
を
語
る
会
」
の
講
師
を
務
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
織
田 

晃
博 

氏

が
十
二
月
二
十
九
日
、逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
五
歳
。

　ご
生
前
の
活
動
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

原作者 講師 補助
1 1 ◎ ◎ 三次市遺族会連合会 福島　　至

2 1 ◎ ◎ 三次市遺族会連合会 酒井　敬忠

3 1 ◎ ◎ 三次市遺族会連合会 片岡　征治

4 1 ◎ 三次市遺族会連合会 深見　俶子

5 3 ◎ ◎ 東広島市遺族連合会 腰本　直治

6 3 ◎ 東広島市遺族連合会 小西　照枝

7 4 ◎ ◎ 世羅町遺族会 織田　晃博

8 5 ◎ 尾道遺族会 石川　　豊

9 5 ◎

◎

◎ 尾道遺族会 宮沢緋佐子

10 5 ◎ 向島町遺族会 林原　　透

11 5 ◎ 瀬戸田町遺族会 森田　淳子

12 6 ◎ 福山市遺族会 中根　律子

13 6 ◎ ◎ 福山市遺族会 河本　都子

14 6 ◎ 福山市遺族会 落合　久子

15 7 ◎ ◎ 神石高原町遺族会 江草  泰子

16 7 ◎ 神石高原町遺族会 山根  榮子

戦没者慰霊碑の修繕について

父にかかわる私の履歴書

厳しい自然環境とも戦った父

亡き父の戦没地
中国を訪ねて

“沖縄戦跡慰霊巡拝”に参加して
黙っては死なれない！
言っておかなければ・・・

平和への祈り

見知らぬ叔父の追悼

靖国の父

同上　代読

同上　代読

戦争と私の家族

番
号
地区
区分

区　分 所　属 氏　名 演　題
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　当会では、事業の内容を広く知っていただくために、ホームページを開

設しています。会員をはじめ多くの遺族の皆様にご利用いただくことを願

っています。

　ホームページの中（ＨＯＭＥ）に「ホームページのご利用方法」を設け

ました。より簡単に利用をしていただけると思います。

ホームページの活用について

アドレス：http://h i rosh ima- i zokuka i . j p
閲覧機器：パソコン、スマートフォン、タブレット

閲覧方法：検索サイトで「一般財団法人 広島県遺族会」と入力し検索してください。

～遺族会館入居者の紹介～
 １階から２階
「ＬＡＷＳＯＮ 　広島うらぶくろ店」
　店長　三村  健志
　　　　コンビニといえば、LAWSON！
　　　　淹れたてコーヒー、デザート、
　　　　お弁当  揃っております。
　　　　２階に広いイートインコーナー、
　　　　喫煙スペースもあります。
　電話　０８２－２９８－８１００

  ４階
「加圧トレーニングスタジオ　Biplus Beauty」
　店長　小林  しおり
　　　　広島初！　女性専用加圧
　　　　トレーニングスタジオです。
　　　　興味のある方は一度体験しに
　　　　お越しください。
　電話　０８２－５６９－６９１１

　　　　詳しくは　https://www.biplus-beauty.jp

  ３階
「ＣａＩ」（キャル）「美容室」

　店長　伊藤  悠

　　　　かわいい空間の中で

　　　　Ｃａｌにしかできない提案と

　　　　接客をこころがけています。
　電話　０８２－２４９－３３５７


